
１ 　 第 7 7 3 0 号 　 2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） ３ 月 ２ ２ 日 ㈯

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

　
３ 月

1 6日 に 開 催 し た 大

分 ト リ ニ ー タ 戦 で 、 Ｊ リー グ ホ ー ム 通 算 来 場 者 数が １ ０ ０ 万 人 を 超 え る こと が で き ま し た 。 Ｊ リ ーグ ク ラ ブ の 中 で は

4 2番 目

で 、 ２ ０ １ ５ 年 ３ 月

1 5日

の ガ イ ナ ー レ 鳥 取 戦 から 、 ホ ー ム ゲ ー ム ２ １ ０試 合 目 で の 達 成 と な り まし た 。

　
１ ０ ０ 万 人 を 超 え る こ

と が で き た の は 、 日 頃 から 支 え て く だ さ る 皆 様 のお か げ で あ り 、 こ れ か らも そ ん な み な さ ま を 熱 狂さ せ ら れ る よ う な ス タ ジア ム づ く り を 心 が け て いき ま す 。 引 き 続 き 、 熱 い応 援 よ ろ し く お 願 い し ます ！

お 婆 さ ん

世 代 １ ９ ４ ７ 年 生 。 商 店 街 や カ ル チ ャー 教 室 等 に 行 く と 同 年 配 が 多 い 。  （ なに せ

7 5歳 以 上 は 、 １ ９ ３ ７ 万 人 。 総 人

口 に 占 め る 割 合 は

1 5・ ５ ％ ）  。 そ こ で

の 皆 さ ん は 、 清 潔 で 美 し く 聡 明 。 少 々身 体 に 故 障 が あ っ て も へ っ ち ゃ ら 。 私の 祖 母 や ひ と 時 代 前 の お 婆 さ ん は 違う 。 こ ん な 風 に 。　 　

昔 話

　 　

山 崎 る り 子

あ の こ ろ の お ば あ さ ん は ／ と

　
こ の ご

ろ の お ば あ さ ん は 言 っ た ／ み い ん な 腰曲 が り で ／ 土 を 舐 め な め 歩 く よ う な ／そ ん な ふ う だ っ た ／ 足 元 を 横 切 る 鳥 の

　
私 の 友 人 達 の 多 く は 、 全

員 お 婆 さ ん と お 爺 さ ん 。 私は 、 焼 け 跡 世 代 の 次 の 団 塊

影 見 て ／ 空 の 鳥 を 想 っ た も ん だ ／ たま あ に ／ 膝 伸 ば し 腰 伸 ば し ／ 背 中 伸ば し 首 伸 ば し ／ 朝 顔 の つ る の よ う にし て ／ ま ぶ し い 光 ／ 眼 の 中 に 入 れ てみ る こ と も あ っ た が ／ ボ シ ョ ボ シ ョし た 目 が ／ も っ と ボ シ ョ ボ シ ョ す るだ け だ っ た ／ い つ も 縁 側 に こ ち ょ んと 座 っ て ／ 虫 食 い 豆 選 っ た り ／ 蕗 の皮 む い た り ／ あ く っ ぽ い 親 指 し て ／ぽ き ぽ き 折 れ る 言 葉 で ／ 昔 話 し て くれ た も ん だ ／ む か し む か あ し の

　
こ

ん だ だ っ た が な あ ／ ／ こ の ご ろ の おば あ さ ん は

　
そ ん な ふ う に し て ／ 私

に 昔 話 し て く れ た　
私 達 は 、 団 塊 ジ ュ ニ ア 世 代 や Ｚ 世

代 に ど ん な お 婆 さ ん と し て 語 ら れ るの か し ら ？

　
愛 さ れ て い る か し ら ？

「 セ ミ シ グ レ 」 の 一 場 面 「 第

4 3回 山 口 県 高 等 学 校

演 劇 大 会 」 で 「 創 作 脚 本賞 」 を 受 賞 し た 。 あ ら すじ は 「 大 会 が １ カ 月 後 に迫 っ た 演 劇 部 の 部 室 。 ３年 生 の ル イ は 脚 本 が 書 けず 苦 し ん で い た 。 前 年 度に 鮮 烈 な 作 品 で 脚 本 賞 を受 賞 し た ル イ に は 、 皆 から 大 き な 期 待 が か け ら れて い た の だ 。 部 活 や 大 会に 対 し て そ れ ぞ れ 思 い をも つ 部 員 た ち だ っ た が 、や が て 大 き く す れ 違 っ てい く … 」  。　
山 口 高 の 上 演 作 品 は 、

安 部 い さ む （ 大 分 県 立 別府 翔 青 高 演 劇 部 顧 問 ） 作「 七 人 の 白 雪 姫 」  。 あ ら すじ は 「 今 日 は 文 化 祭 、 迎え た 本 番 の ス テ ー ジ 。 演目 は お な じ み の 『 白 雪 姫と 七 人 の 小 人 た ち 』  。 あと は 練 習 通 り や る だ け のは ず が 、 人 生 の ピ ン チ は突 然 や っ て く る 。 だ け

　
「 山 口 高 校 ・ 山 口 中 央

高 校

　
演 劇 部 春 公 演 」

が 、

2 6日  （ 水 ）  に 山 口 市 民

会 館 （ 山 口 市 中 央 ２ ） 小ホ ー ル で 開 か れ る 。 ２ ０１ ９ 年 以 降 、 毎 年 ３ 月 に開 催 さ れ て き た 山 口 高 演劇 部 に よ る 「 春 公 演 」が 、 今 年 は 山 口 中 央 高 との 合 同 公 演 に 「 進 化 」  。中 央 高 が 午 後 ３ 時 半 か らと ６ 時 半 か ら の ２ 回 、 山口 高 は ５ 時 か ら の １ 回 上演 す る 。 入 場 無 料 。　
中 央 高 の 上 演 作 品 は

「 セ ミ シ グ レ 」  。 同 校 ２ 年生 の 桝 井 春 香 さ ん が 手 がけ た 脚 本 で 、 昨 年

1 0月 の

ど 、 シ ョ ウ ・ マ ス ト ・ ゴー ・ オ ン ！

　
幕 が 上 が っ

た ら も う 止 め ら れ な い 。今 そ こ に あ る 危 機 に 『 小人 た ち 』 は ど う 立 ち 向 かう ？ 」  。 今 年 １ 月 に 校 内の 「 冬 公 演 」 で 初 披 露 した 演 目 で 、 広 く 一 般 に 公開 す る の は 、 今 回 が 初 めて と な る 。

　
山 口 市

産 業 交 流拠 点 施 設
（ 山 口 市

小 郡 令 和１ ） 内 にあ る ス ポー ツ ク ラブ ・ メ ディ フ ィ ット ラ ボ
（
☎
０ ８

３

－

９ ０

２

－
２ ０

９９ ）で 、 オ ー

プ ン ４ 周 年 を 記 念 す る「 大 感 謝 祭 」 が 、

2 9日

（ 土 ）  に 開 か れ る 。 時 間は 、 午 前

1 0時 か ら 午 後 ５

時 ま で 。　
ま ず 、 施 設 を 見 学 す れ

ば 、 ５ ０ ０ 円 で 施 設 利 用で き る 「 ワ ン コ イ ン ビ ジ

タ ー チ ケ ッ ト 」 ２ 枚 と 、テ ィ ッ シ ュ ３ 箱 が も ら える 。 さ ら に 、  「 体 力 測 定会 」 に も 随 時 参 加 で きる 。

1 0分 １ ０ ０ ０ 円 の

「 マ ッ サ ー ジ 体 験 」  （ 午 前

1 0時 〜 正 午 ・ 午 後 ２ 時 半
〜 ５ 時 ） コ ー ナ ー も 設 けら れ る 。　 「 自 分 で 出 来 る 心 と 体の 癒 し 講 座 」 は 、 午 後 １時 か ら

4 5分 間 。 講 師 は 、

ン ト も 開 催 さ れ る 。　
山 口 市 内 の 農 林 水 産 物

の 生 産 者 や 加 工 業 者 と 消費 者 を 直 接 つ な ぐ イ ベ ント 「 あ ぐ ま る や ま ぐ ち ×援 む す び 山 口 」 に は 、 とき つ 養 蜂 園 な ど 、 普 段 とは 違 う 店 舗 も 出 店 す る 。　
腸 活 ス ペ シ ャ ル 講 演

「 健 康 も 美 容 も す べ て は腸 活 か ら 」 は 、 午 前

1 1時

か ら 午 後 ０ 時 半 ま で 。 講

セ ラ ピ ス ト の 舛 野 亜 由 美さ ん 。 電 話 か 申 し 込 み フォ ー ム （ 二 次 元 コ ー ド から ） に よ る 事 前 エ ン ト リ

師 は 日 本 美 腸 協 会 Ｅ Ｘ Ｅ認 定 講 師 の 須 本 愛 子 さん 、 司 会 は 援 む す び 山 口
「 応 援 団 長 」 の 大 谷 泰 彦

さ ん が 務 め る 。 参 加 は 無料 だ が 、 電 話 か 申 し 込 みフ ォ ー ム （ 二 次 元 コ ー ドか ら ） に よ る 予 約 が 必 要

　
ま た 、 サ ン デ ー 山 口 も

参 画 し て い る 地 域 活 性 化プ ロ ジ ェ ク ト 「 援 む す び山 口 」 と コ ラ ボ し た イ ベ

「 ２ ０ ２ ５ 年 新 年 写 真 コ ン テ ス ト 」 受 賞 作 品 紹 介

佳 作 「 青 、 緑 、 黄 の 世 界 」
菜 の 花 の 咲 く 前 後 の 真 っ 直 ぐ く っ き り 分 か れ て い る 線 が 印 象 的 で し た 。
年 末 年 始 の 切 り 替 わ り に 合 っ て い ま せ ん か ？

撮 影 者 ： 杉 浦 康 雄 さ ん （ 福 岡 県 北 九 州 市 ） 　 撮 影 日 ： 2 0 2 4 年 2 月 2 3 日 　 撮 影 場 所: 花 の 海 （ 山 陽 小 野 田 市 ）

※ す べ て の 受 賞 作 品 は 、 サ ン デ ー 山 口 ウ ェ ブ サ イ ト（ htt p s: / / w w w. s u n d a y- y a m a g u c hi. c o.j p /
s hi n n e n / 2 0 2 5 _ s hi n n e n _ p h ot o _ wi n ni n g. p h p ） で も ご 覧 い た だ け ま す 。

山 口 市 民 会 館 で  「 春 公 演 」

山 口 高 と 中 央 高 の 演 劇 部 が 合 同 発 表 会２ ６ 日

「 援 む す び 山 口 」 と も コ ラ ボ

メ デ ィ フ ィ ッ ト ラ ボ で 「 大 感 謝 祭 」
2 9日

申 し  込  み  フ ォ ー  ム

申 し  込  み  フ ォ ー  ム

ー が 必 要で 、 定 員は 先 着

2 0

人 。

だ 。 定 員は 、 先 着
3 0人 。



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） ３ 月 ２ ２ 日 ㈯ 　 ２サ ン デ ー 山 口
Ｑ . 美 容 施 術 は エ ス テ 、美 容 皮 膚 科 、 皮 膚 科 専 門医 の ど こ で 受 け る べ き でし ょ う か ？

  

Ａ .

美 容 ニ ー ズ の 高 ま り

を 受 け て 直

ち ょ く

美
び

の 医 師 に よ

る 美 容 皮 膚 科 が 増 え て いま す 。 直 美 と は 初 期 研 修を 終 え て す ぐ に 美 容 医 療に 進 む 医 師 で 、 未 熟 な 医師 に よ る 施 術 問 題 に 厚 労省 が 検 討 会 を 立 ち 上 げ まし た 。 対 し て 、 皮 膚 科 専門 医 は 日 本 皮 膚 科 学 会 が認 め る 研 修 基 幹 施 設 で ５年 以 上 勤 務 し た 後 受 験し 、 合 格 し て 得 ら れ る 資格 で す 。 そ の た め 、  「 トン デ モ 医 療 」 を 受 け る 危険 性 は 低 い で す 。

 

　
エ ス テ で は そ も そ も 医

師 不 在 の た め 、 問 題 が 起き た 場 合 の 対 処 は 困 難 です 。 エ ス テ で 人 気 の Ｈ

ハ

Ｉ
イ

ｆ
フＵ 施 術 に つ い て は 、 顔

面 神 経 麻 痺 、 熱 傷 な ど の事 故 が 報 告 さ れ 、 消 費 者庁 が 警 告 を 出 し て い ます 。　
当 院 で も エ ス テ や 美 容

皮 膚 科 で の 施 術 で 上 手 くい か な か っ た 方 が 多 数 受診 さ れ ま す が 、 綺 麗 に 治せ な い こ と も あ り ま す 。医 学 の 基 本 は 問 題 を 未 然に 防 ぐ こ と 、 作 ら な い こと で す 。 安 易 に 飛 び 付 かず 「 問 題 が あ っ た ら 治 して も ら え る の か 」 ま で の検 討 が お 勧 め で す 。

林

 亜 矢 子

 院 長

も み の 木 皮 ふ 科 ク リ ニ ッ クＴ Ｅ Ｌ ０ ８ ３

－

９ ７ ６

－

１ ２ １ ４

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


